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ター)･大杉 豊 (ロチェスタ 大ー ･言語)
ヒトの手話の専門家の立場から,チンパンジー
との手話によるコミュニケーションの可能性を検
討した｡手をとって手話を教えたり,ただ真似れ
ばよいといった訓練を行わず.自然なっきあいの
中での模倣や表象の発生について調べた｡
く方法)手話に堪能な二人の研究者が直接チン
パンジーと接触する ｢遊び｣の場面において,(1)
自然な遊びの中でチンパンジ がー自発する模倣や,
(2洪同作業課題の導入によって形成される表象に
ついて検討した｡被験体はパン♀ (実験開始時の
年齢6歳0カ月)0 1989年12月より週1回約1時
間半ずつ手話による語りかけをして遊んだ｡
く結果と考察)(1)の自然な遊び場面では,食物
の報酬を用いずに,(D身体や②物を使った遊びを
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